
四天王寺東高等学校・四天王寺東中学校 中⾧期計画（2026-2035）－総表－

・仏教教育により、「和の精神(こころ)」「利他の精神(こ
ころ)」を涵養し、人格を高め、常に感謝を忘れず、誠実
であり、礼儀、健康を重んじる人材を育成する。

・人権教育により、人権について学び、人権感覚を身につ
け、自分や他者の人権を守る意識が高い人材を育成する。

仏教教育/人権教育に関する目標

・教科学習において、学力の三要素である知識・技能、思考力・判断
力・表現力、主体性・多様性・協働性の習得を図る。

・教科学習において、丁寧な学習指導を実践することにより、基礎学
力を固めた上で高い学力の養成を図り、さらに読解力・課題発見
力・課題解決力・創造力・異文化理解力等の養成を図る。

教科教育に関する目標

・自己の進路について考え、個々の希望に応じた進路
を見つけさせるために、多様なプログラムを検討し、
実施する。

・進学校としての地位を確立し、希望する進路を実現
させ、またキャリア教育等により、社会課題の解決
に貢献できる人材を育成する。

進路教育に関する目標

・生徒指導において、規律を守り、マナーの
体得に努め、かつ自己有用感を高めること
で、自立・自律できる生徒を育成する。

・特別活動やクラブ活動等により、社会に必
要とされる力を身に付け、社会問題に気づ
き、論理的に思考し、他者と協力・協調し
ながら、その解決策を創造し、最後までや
り抜く人材を育成する。

教科外教育に関する目標
・四天王寺学園職員としての社会的使命を自覚し、
生徒の心身を守り成⾧を促すために必要な知見を
習得し、また各種ハラスメントに関する意識を高
める。

・教科指導力・生徒指導力・進路指導力・保護者対応
力等を養成・向上させることを目的とした指導・研
修体制を構築し、教育の質の向上を図る。

・教員が生徒と向き合う時間の確保に向けて、事務職
員の資質・能力の向上を図る。

人材育成/職員研修に関する目標

1.建学の精神に基づいた仏教教育の実施
2.聖徳太子が帰依された仏教の御教えを理解するための仏
教科のカリキュラムの精査

3.学校生活の中で、挨拶の励行を始めとする仏教精神を涵
養するための心得と仏教行事の充実

4.人権についての基本的な知識の習得、人権感覚の涵養、
人権に配慮することができる生徒の育成

計画

1.キャリア教育の充実
2.進路説明会・進路相談の充実
3.中大・高大連携プログラムの充実
4.大学を始めとする希望進路の実現への対応
5.進学実績向上のためのコース制度やカリキュラムの
検討

計画

1.生徒指導の充実(いじめ防止対策・不登校生
徒対応及び薬物乱用防止・ＳＮＳ問題・交
通安全教育・避難訓練等への対応)

2.教育相談・学校カウンセリングの充実
3.生徒の自主性を重んじた、
①学校行事、②生徒会活動、③クラブ活動
の充実

4.海外語学研修の充実及び校内語学研修の
検討

5.生徒の美化意識の向上

計画

1.優秀な教職員の確保
2.仏教精神の理解
3.教科指導力、生徒指導力、進路指導力、保護者対応力
の向上のための研修の実施

4.校務分掌、事務分掌の改善
5.新任教員への指導体制の構築
6.職員救急救命講習
7.スキルアップのための研修の構築
8.学校評価アンケートの実施とＰＤＣＡサイクルの実施
9.職員人権研修・ハラスメントの撲滅

計画

将来ビジョン ・本校は、聖徳太子が仏教に帰依し、設置された敬田院の精神を礎とした建学の精神と学園訓を受け継ぎ、慈悲の心で人々に寄り添える人材を育成する。
・本校の教育により、より高い知識・技能を身に付け、社会に貢献できる人材を育成する。

・生徒が安心、安全に、学業や課外活
動に取り組めるよう質の高い教育環
境づくりを行う。

・教職員にとって教育活動に専念でき
る環境を維持するために、財務状況
を分析、管理し、安定した学校運営
を図る。

環境整備/財務管理に関する目標

1.教職員の労務管理
2.安全・安心に配慮した教育設備の充実
3.ＩＣＴ環境の整備
4.安定した財政基盤の構築
・予算立案における計画精査及び管理
の徹底

・設備更新計画に沿った資金計画の
検討

・健全な運営に向けた特定資産の積立
の検討

計画

・多くの方に学校行事等での本校の
魅力をアピールし、入学志願者数
及び入学者数の増加と定員確保を
図る。

・在校生・保護者の満足度向上を図
る。

広報活動に関する目標

1.入学希望者向け入試説明会、オー
プンスクール、体験学習会、学習
塾対象説明会等の企画充実

2.ホームページの充実
3.SNSを利用した広報活動の推進
4.公立中学校、学習塾への訪問の
強化及び連携強化

5.在校生へのアンケート(満足度)
調査

計画

1.授業の充実と最新の教育情勢への対応(新学習指導要領への対応を
含む)

2.カリキュラム、シラバスの精査
3.適切な評価の方法の充実
4.成績不振者対応及び自己調整学習の構築
5.放課後個別学習の充実
6.探究活動の充実
7.ＩＣＴ教育の充実

計画


